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◆例　会　場／東山荘・講堂�

◆開 会 点 鐘／１２：３０�

◆ロータリーソング／四つのテスト�

◆内　　　容／クラブ協議会（第４回）�

　二十日正月目が覚めたと申しま

すが、皆さんいよいよ職業奉仕に

本腰が入った今日この頃と思います。私は、今月未

だ３つ新年会が残っておりましてなかなか目が覚め

ません。�

　先週はロータリー理解推進月間に因み、根上情報

委員長から私達のロータリー理解度を試す２０の質問

が出されました。私は恥ずかしながら満点を取るこ

とができず、日頃の真剣な勉強がいかに大切かを痛

感した次第です。�

　さて、今日はロータリー情報と離れますが、今年

３月、３年に１度の水問題の国際会議「第３回世界

水フォーラム」が京都、大阪、滋賀の三府県で開催

されるとのことですので環境問題の一分野でありま

す「水の危機」に少々触れたいと思います。最近の

国連発表では、世界人口は現在の６０億人から２０５０年

には９０億人になるとみられ、現在のペースで水が消

費されると、２０２５年までに２７億人が深刻な水不足

に直面する。地球上の水の約９７％は海水で、残りの

約２％は凍結した極地の氷河と氷床、残る１％のう

ち飲用や灌漑用、工業用に利用できる淡水は、ごく

一部に過ぎない。地球上の淡水の量は増えないから、

水不足になるのは確実で、しかも今既に推定１２億人

が汚れた水を飲み、約２５億人が下水道不整備の地域

で暮らし、コレラや赤痢などの感染症で、年間５００

万人以上が死亡している。また、農業用や生活用に

地下水が大量に汲み上げられ、地下水位が下がって

いることも世界各国の共通問題である。�

　消費量が多いのが農業用水で、全体の７０％を占め

ている。人口の増加に伴って食料需要が増え、灌漑

が無制限に行われれば、川や湿地や湖沼が干上がる

恐れがあり、淡水の効率的な利用法が緊急の課題と

なっている。�

　環境保全のため「これからの社会は、何を生み出

すかだけでなく、何を破壊しないかが重要な価値基

準になる」と申し上げて挨拶とします。�

　�

◆会 員 慶 事�

・皆出席（連続出席）�
　1月30日　橋本　喜市君（6年間）�

・結婚記念日�
　2月  3日　内海　宣彦君・ 良  様ご夫妻�
　2月  3日　稲葉　博之君・咲子様ご夫妻�
　2月  4日　小野　寛幸君・玉枝様ご夫妻�

●●●次回2月6日の例会：１７７９回　１２：３０点鐘　東山荘・講堂●●●�
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月 日 �点 鐘 � 会　場� 内　容� 担当及び卓話者�
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新会員卓話�

「調査の事例とこぼれ話し」�

第2分区　IM（振替例会）�

世界理解月間に因んで「NGO活動について」� 国際奉仕委員会　NGO・黒川千萬喜様�

沼津税務署　杉本　和久様�

斎藤　　衛君�

三島西RC
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○例会日/木曜日�

○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/�

○会　　　長/内海　宣彦�

○幹　　　事/滝口　喜徳�

○会報委員長/渡邊　俊彦�

前回の出席報告�

会員数� 出席数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６０名� ５７名� ５０名�８７.７２％�１００.００％�

『地上には平和を。すべての人 に々善意を。』�

１月はロータリー理解月間です�

●欠席者（７名）�

　井口修一君・根上眞一君・大森清治君・岡本隆典君

　芹澤正明君・渡辺　巌君・渡辺剛康君�

●メーキャップ（7名）�

　渡辺　　巌君　12月28日　伊豆長岡�

　石田　　恩君　 1月15日　長　　泉�

　岡本　隆典君 　 1月15日　長　　泉�

　内海　隆治君 　 1月15日　長　　泉�

　大庭健一郎君 　 1月17日　裾　　野�

　生野　　旭君　 1月18日　伊豆長岡�

　勝又　博文君　 1月22日　長　　泉�

想い出の劇場通り　�

　　　　映画評論家　菅沼　正子様�

�

●本年１月１日より、父に替わり社長となりなした。これからもよろしくお

　願いします。　渋谷　一君 �
　       �
�
�
☆お知らせ☆�

■振替例会　２月２３日（日）　Ｉ．Ｍ（東レ研修センター）�

　　　　　　[２月２７日（木）の例会分] 

１月２３日のスマイル�

　「人生は運まかせ」というが、私もまさにそのとおり

であると感じている。�

　短大卒業後、一流企業のＯＬを目指し、いくつか

の会社を受けたが受からず、「スクリーン」という映

画の評論雑誌社にしか入れなかった。しかし、今思

えば他の会社に落ち、この会社に入社できたことで

今の自分があり、大変運の良いことだったと感じてい

る。�

　生まれ育った御殿場は劇場通りがあり、たくさん

の映画を見られる環境があった。昭和３０年代の映

画を思い出すと、見た当時の自分自身も思い出され、

まるで「合わせ鏡」のようだと思っている。芭蕉の句

に「さまざまなこと　想い出す　桜かな」というのが

あるが、私なりにアレンジすると「さまざまなこと　想

い出す　映画かな」となる。いままでも映画を通して

ずっと走り続けてきたが、これからも映画を通して、い

ろいろな人と出逢ったり、原稿を書いたり、映画を生

活の中心にして走り続けていきたい。�

　　　　　［プロフィール］�

１９４０年３月６日　御殿場市保土沢生まれ�

沼津西高校、フェリス女学院短期大学英文科卒�

映画雑誌「スクリーン」の編集を担当�

その後、フリーランスの映画評論家として�

旺文社、集英社、講談社、防衛庁を中心に活躍中�

ビデオの日本語字幕を手がけることもある�

著書に『女と男の愛の風景』『スター５５』『エンドマー

クのあとで』など多数�

東京　瀬田に夫・祐享さん、長男・太陽さんと在住�


